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　皆さま方には、日頃より、大阪みどりのトラスト協会の事業にご理解・ご

支援をいただき、厚くお礼申し上げます。

　当協会では、昨年度（2021年度）よりホームページやメールマガジン、SNS

などを活用したタイムリーな情報発信に努めるとともに、年1回、アニュア

ルレポート（年次報告書）として会報を発行しています。この度、2021年度事

業報告「ANNUAL REPORT 2021」（みどりのトラスト105号）を発行しましたの

で、お手元にお届けいたします。

　昨年度は、徐々に屋外でのイベントを行う機会が増え、少しずつ当協会の

事業地の自然を楽しんでいただくことができるようになりました。とは言

え、当協会の基幹事業である「緑の募金」による収入は2019年度の7割程度に

とどまるなど、コロナ禍の影響が残っている状況です。

　そのような中、当協会の3カ年の中期経営計画（2020～2022年度）において

目標に掲げた「協会の持続可能な運営体制の構築」に向けた取り組みが着実

に進行し、一年度前倒しで各事業の遂行を維持しつつ、収支が均衡する経営

体制を実現することができました。これはひとえに、皆さま方のご理解とご

協力、ご支援の賜物と感謝申し上げる次第です。

　今年度（2022年度）は、withコロナの段階への移行を踏まえ、和泉葛城山ブ

ナ林、三草山ゼフィルスの森、地黄湿地などの各事業地において、観察会や

ハイキングなどの現地イベントを数多く計画しています。それぞれの事業

地でお会いできることを楽しみにしていますので、ぜひご参加ください。

　当協会は、引き続き、大阪府域に残された貴重な野生生物の生息する自然

環境の保全、他団体と連携した府内各地の里山の生物多様性の保全を進め

るほか、「緑の募金」による学校や市街地の緑化推進事業、みどりの未来を担

う子どもたちの育成などの事業を推進してまいります。今後も変わらぬ皆

さま方のご支援をお願いいたします。

2022年7月

 公益財団法人大阪みどりのトラスト協会

会長　石井　実
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自然環境保全事業

大阪みどりのトラスト協会 監事　 弁護士

和泉葛城山ブナ林保全事業

三草山ゼフィルスの森保全事業

地黄湿地保全事業

歌垣銀寄栗の森保全事業

自然環境保全地域支援事業（社寺林）

府内自然環境保全活動支援事業（大阪里山ネットワーク）

大阪さともり地域協議会の運営

企業ＣＳＲ等支援事業 ・ 御堂筋アメニティ事業

緑の募金 収入・支出について

緑の募金運動推進事業

緑化推進・森林の整備事業

 ・緑化推進事業等交付金 ・堺第7-3区「共生の森づくり」の推進　・生駒山系花屛風支援事業

 ・平和の緑づくり事業

 ・緑の少年団活動支援事業　・緑化推進運営協議会の運営

森林環境教育・森林ＥＳＤの推進事業

　・ みどりづくりの輪活動支援事業

　・ 「学校に森林と木の香りを」整備事業

普及啓発事業

令和４年用国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール

会議開催状況

資料

緑の募金事業

森林環境教育・森林ＥＳＤ　普及啓発 その他

ご支援・ご協力
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　 はじめに

　自然環境の保全に対する人々の関心の高ま

りに応じて自然環境を保全する法律は拡充さ

れ、自然保護活動を目的とする団体も増加して

きています。

　本稿では、自然環境ないし生物多様性の保全

についてどのような法制度が設けられている

のかをさっと見た上で、当協会の活動に特に期

待するところを述べてみたいと思います。

　 生物多様性の危機と法制度と

　 自然保護団体による対策

　自然環境の保全については、その具体的内容

として、生態系の保全、さらに生態系の構成要

素の確保という観点から生物多様性の保全が

重要と考えられています。

　生物多様性については直接的な要因として

４つの危機が指摘されています。（なお、地球温

暖化など地球環境の変化による危機である第

４の危機は国際的な対応が必要な問題ですの

で本稿では触れません。）

　第１の危機は、開発や濫獲などの人間活動に

よる危機です。このような野生生物そのものや

その生息地を直接脅かす人間活動については、

法律によって該当行為を規制する対策が設け

られています。

　たとえば、自然公園法は、一定の地域（国立公

園・国定公園の特別地域・特別保護地区）を指定

して（工作物の新築、木竹の伐採、土地の開墾等

の）開発行為を規制しています。自然環境保全

法も同様の土地利用規制を設けています。

　また、絶滅のおそれのある野生動植物の種の

保存に関する法律（種の保存法）は、一定の種類

を指定して捕獲・採取等を規制していますし、

生息地等保護区や保護繁殖事業といった方策

も設けています。文化財保護法も天然記念物の

現状変更行為等を規制しています。

　第３の危機は、既存の生態系を脅かす外来種

の持ち込みという直接的な人間の活動を原因

とするものです。第１の危機と同様に、法律に

より該当行為を規制する手法が有効です。特定

外来生物による生態系等に係る被害の防止に

関する法律（外来生物法）は、指定された特定外

来生物の飼養・栽培・保管・運搬・輸出入等を規

制しています。

　これに対して、第２の危機は、自然に対する

働きかけの縮小を原因とするものです。里地里

山はかつては（エネルギー源としての）薪や

（屋根の材料や牛馬の飼料としての）萱等を産

出する経済活動の場でしたが、社会経済の構造

的変化により薪や萱等は使われなくなり、それ

に伴い里地里山は放置され遷移が進むなど荒

廃してしまいました。

　第２の危機に対しては、法律による規制では

対処は困難です。法律によって土地所有者に里

地里山等の管理を強制するわけにはいきませ

ん。また、補助金や税金の減免といった方法で

誘導しようとしても、里地里山の利用が経済活

動として成り立たなくなっているのですから、

十分な経済的な誘引にはならず実効性は望め

ません。

　第２の危機に対しては、自然に対する働きか

けを積極的に作り出す必要があり、その重要な

担い手として自然保護団体の活躍が期待され

るところです。たとえば自然保護団体が、里地

里山を土地所有者から借り受けて維持管理を

行うのです。（自然保護団体等が土地を購入し

て保護区を作ることは土地価格が高く土地所

有に思い入れが強い日本ではあまり現実的で

はありません。）

　もっとも、任意団体である自然保護団体に

は、組織の体制、実行力や永続性、それを支える

財政基盤等、多くの課題が存在することが通常

です。また、団体に信用がなければ土地所有者

の理解や協力を得ることもできないでしょう。

　 当協会に期待するところ

　当協会は大阪府ほか府内の市町村の出捐等

により設立された公益財団法人で、しっかりし

た組織・体制と財政基盤を有しています。また、

活動には学術関係者の協力により専門的知見

が生かされています。このような団体は国内に

まだわずかしかなく、当協会は際立った存在と

いうことができると思います。

　当協会が、長年にわたり三草山ゼフィルスの

森保全事業を行い、さらに公益社団法人大阪自
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然環境保全協会と協働で歌垣銀寄栗の森保全

事業を行い、また、里山保全活動団体の情報集

約サイト「大阪里山ネットワーク」を運営し、林

野庁の森林・山村多面的機能発揮対策事業にお

ける地域協議会の事務局を務めるなど、里地里

山の保全に取り組んできたことは、非常に有意

義なことだと思われます。

　以上のとおり、法律による規制では対処が難

しい生物多様性の第２の危機に対しては、自然

保護団体の活躍が期待されているところであ

り、当協会が今後も里地里山の管理事業や里山

保全活動を行う諸団体の支援事業を重要な柱

として位置づけ、諸団体の範となる活動を行う

とともに社会に積極的に情報を発信して、環境

保全活動をさらに展開していくことを期待し

ています。

　末尾ながら、写真の利用を許可していただい

た当協会会員の三好利也氏に謝意を表します。

ヒロオビミドリシジミ（三草山ゼフィルスの森／能勢町）
撮影：三好 利也氏

鎌田 　彦鎌田 　彦
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鎌田 　彦 （かまだ くにひこ）

弁護士・弁理士

日本鱗翅学会
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ません。

　第２の危機に対しては、自然に対する働きか

けを積極的に作り出す必要があり、その重要な

担い手として自然保護団体の活躍が期待され

るところです。たとえば自然保護団体が、里地

里山を土地所有者から借り受けて維持管理を

行うのです。（自然保護団体等が土地を購入し

て保護区を作ることは土地価格が高く土地所

有に思い入れが強い日本ではあまり現実的で

はありません。）

　もっとも、任意団体である自然保護団体に

は、組織の体制、実行力や永続性、それを支える

財政基盤等、多くの課題が存在することが通常

です。また、団体に信用がなければ土地所有者

の理解や協力を得ることもできないでしょう。

　 当協会に期待するところ

　当協会は大阪府ほか府内の市町村の出捐等

により設立された公益財団法人で、しっかりし

た組織・体制と財政基盤を有しています。また、

活動には学術関係者の協力により専門的知見

が生かされています。このような団体は国内に

まだわずかしかなく、当協会は際立った存在と

いうことができると思います。

　当協会が、長年にわたり三草山ゼフィルスの

森保全事業を行い、さらに公益社団法人大阪自
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然環境保全協会と協働で歌垣銀寄栗の森保全

事業を行い、また、里山保全活動団体の情報集

約サイト「大阪里山ネットワーク」を運営し、林

野庁の森林・山村多面的機能発揮対策事業にお

ける地域協議会の事務局を務めるなど、里地里

山の保全に取り組んできたことは、非常に有意

義なことだと思われます。

　以上のとおり、法律による規制では対処が難

しい生物多様性の第２の危機に対しては、自然

保護団体の活躍が期待されているところであ

り、当協会が今後も里地里山の管理事業や里山

保全活動を行う諸団体の支援事業を重要な柱

として位置づけ、諸団体の範となる活動を行う

とともに社会に積極的に情報を発信して、環境

保全活動をさらに展開していくことを期待し

ています。

　末尾ながら、写真の利用を許可していただい

た当協会会員の三好利也氏に謝意を表します。
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　大阪府は面積約1,900平方キロメートル。全国で2番目に小さい都

道府県ながら、人口は全国で3番目に多く、約880万人が暮らしてい

ます。府内の土地の多くは、住宅地や商工業用地として利用されて

いますが、山や農地、川から海にいたる多様な環境には、8,700種を

超える多くの生物がすみ、それらはお互いにつながりあいながら生

きています。

　自然環境保全事業では、大阪府を代表する自然環境である「和泉

葛城山ブナ林（岸和田市・貝塚市）」、「三草山ゼフィルスの森（能勢

町）」、「地黄湿地（能勢町）」の保全活動を推進するとともに、府内の

自然環境保全団体のネットワーク構築や企業ＣＳＲ活動の支援な

どの事業を通して、大阪の自然環境・生物多様性の保全に取り組ん

でいます。

自 然 環 境 保 全 事 業



和
泉
葛
城
山
ブ
ナ
林

6 みどりのトラスト

和泉葛城山ブナ林保全事業 （岸和田市・貝塚市）

【2021（令和3）年度の主な事業実績】

　ブナ林は日本の冷温帯を代表する森林です。「和

泉葛城山ブナ林」は、太平洋側の、標高800メートル

前後の比較的高度の低い位置に分布しており、ブナ

分布の南限圏に近い場所でこのような純林が存続

することに大きな価値があるとして、大正12（1923）

年に国の天然記念物に指定されました。2023年3月

に指定100周年を迎えます。

　現在、和泉葛城山ブナ林では、大径木の枯死が進

み、稚樹が極端に少ないうえに近年の種子生産状況

も思わしくないなど、長期的に見てブナ林としての

存続が危ぶまれる状況にあります。

　2021年度は、2020年度に策定した「和泉葛城山ブ

ナ林10ヵ年計画」（和泉葛城山ブナ林保護増殖検討

委員会）に基づき、コアゾーン（国天然記念物区域）、

バッファゾーンでの各種調査や森林保全活動を実

施するとともに、主にコアゾーンにおけるナラ枯れへの対応を行いました。また、「ブナ林の過去・現在・

未来を語る」をテーマとしたシンポジウムをオンラインで開催し、ブナ林保護増殖の経過紹介、現状報

告、10カ年計画等について意見交換が行われました。

　・ 保護増殖検討委員会、ワーキンググループ会議の開催

　・ 天然下種更新モニタリング調査、花芽・結実調査、種子調査、生育環境調査、哺乳類モニタリング調
査の実施

　・ 「種子調査及び種子生産量調査」、「ドローン画像と開花・結実・実生調査によるブナの繁殖状況評
価」、「和泉葛城山の鳥類について」をテーマとした研究交流会の開催

（１）計画検討・調査等

保護増殖検討委員会ワーキンググルー
プ会議の様子：当日に現地視察を行い
ナラ枯れの状況等を確認しました。

天然下種更新モニタリング調査：4月
にブナの芽生えを2個体確認しました
が、7月までに枯死してしまいました。

哺乳類モニタリング調査：自動撮影カ
メラに特定外来生物のアライグマが
記録されました。

　・ ナラ枯れへの対応として、枯死を予防する薬剤をコナラ等に注入した他、被害を受けて枯死した木
から媒介虫が拡散することを抑制する粘着シートを設置

　・ ブナ苗木（2014年の結実種子から育てた幼木）の育成

（２）保全活動等（保全活動参加目標人数380人／実績288人）



和
泉
葛
城
山
ブ
ナ
林

7Annual Report 2021

　・ 「シンポジウム 和泉葛城山ブナ林の過去・現在・未来を語る」
の開催（6/13）。コロナ禍のためオンラインで開催し、当日の様
子を後日YouTubeで配信

　・ 貝塚市、岸和田市の広報誌、トラスト協会のホームページ、
フェイスブック、メールマガジンなどで活動の様子を発信

（３）ＰＲ活動等

ナラ枯れへの対応：予防のためコナラ
等123本に薬剤を注入しました。秋に
は9割以上の生存が確認されました。

植栽ブナの生育状況調査：バッファ
ゾーンの植栽地では、ブナ若木の順調
な生育が確認されました。

森林保全活動の様子：ブナ植栽地や作
業道の草刈りや除伐等を行っていま
す。

「シンポジウム 和泉葛城山ブナ林の
過去・現在・未来を語る」

2020年（令和2）年度に策定した「和泉葛城山ブナ林 10ヵ年計画」に基づき、各種調査及び保全活動、
府民向けの普及啓発活動を行います。

①コアゾーン及びバッファゾーンにおける調査研究等

　・ 昨年度に引き続き、天然下種更新モニタリング調査、花芽・結実調査、種子調査、生育環境調査、
哺乳類モニタリング調査を実施します。新たに、倒木年輪調査を実施します。

　・ ナラ枯れへの対応として、枯死木への樹幹被覆や生木への予防薬剤注入を行います。

②バッファゾーン等における保全活動等

　・ ブナ愛樹クラブ等によるブナ若木の育成・森林保全整備活動を支援します。

　・ 植栽ブナ全数調査・天然ブナ全数調査（2026年、2027年実施予定）の準備として個体番号の保全
を行い、その一部において植栽ブナの生育状況調査を実施します。

③ＰＲ活動等

　・ ブナ林への関心を高めるため、市民を対象としたハイキングを開催します。

　・ 看板、案内板、解説板等の現状を調査し、利用ルールの検討をふまえて、看板等の計画を策定し
ます。

　・ 企業等によるＣＳＲ活動の受け入れや、地元学校・博物館等地元他団体との連携など、保全活
動拡大に努めます。

④運営・調整

　・ 和泉葛城山ブナ林保護増殖検討委員会、同ワーキンググループ会議を開催し、専門家・関係者
のご意見を伺いながら、上記事業を効果的かつ円滑に進めます。

　・ ブナ林をフィールドとした調査・研究成果の共有を目的とする研究交流会を開催します。

【2022（令和4）年度の主な事業】

　・ 植栽ブナ全数調査・天然ブナ全数調査（2026年、2027年実施予定）のサンプル調査として、植栽ブナ
の一部において生育状況調査を実施

　・ 和泉葛城山ブナ愛樹クラブによるブナ若木の育成・森林保全等活動の支援（バッファゾーン）

　・ 地元の方による巡回活動
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三草山ゼフィルスの森保全事業 （豊能郡能勢町）

【2021（令和3）年度の主な事業実績】

　大阪府の北端に位置する三草山（標高564m）の山

麓部にあり、国内で生息しているゼフィルス（ミド

リシジミ類の蝶の愛称）25種のうち10種が確認され

ています。なかでもナラガシワの葉を食するヒロオ

ビミドリシジミにとっては府内唯一の生息地であ

り、国内の分布の東限です。大阪府緑地環境保全地

域に指定され、ゼフィルスの生息に必要な広葉樹の

育苗や植栽、環境整備、野生鹿対策などの保全活動

を行っています。

　また、三草山の麓にある神山（こやま）棚田では、

遊休農地再生事業「タガメの田づくり」の活動を

行っています。遊休農地を多様性豊かな稲作水系へ

と復活させるべく、昔ながらのお米づくりをしなが

ら棚田の維持管理を行っています。

　ここでは、学識経験者、地元住民、地元の保全活動

団体、大阪府、能勢町など様々な関係者が参画する「三草山ゼフィルスの森保全検討会議」（以下「検討会

議」とする。）において保全活動計画を策定し、関係者が主体的・計画的に保全活動を進めています。

　2021年度は保全活動やＰＲ活動、ゼフィルス観察会、タガメの田づくり活動地におけるイベント等に

加え、2018年7月豪雨による三草山の山腹崩壊エリアの安全確保と、2022年3月に期限を迎える地上権の

更新手続きについて、関係者と連携を図りながら対応を行いました。山腹崩壊エリアは地元地権者から

保安林指定の申請が提出され、2022年度及び2023年度の2ヵ年で大阪府による工事が実施されます。

　・ 森林の更新に伴うゼフィルス類への影響調査（大阪府立大学、日本鱗翅学会等）の実施

　・ 森林環境の変化による植生や昆虫類への影響調査（大阪府立大学等）の実施

（１）計画検討・調査等

　・ 地元の保全活動団体「能勢みどりすとクラブ」による定例保全活動（防鹿柵の管理、坪刈り、ササ刈
り、ナラガシワの果実の採取、苗木の育成、森の更新作業など）への支援

　・ 更新作業の継続（伐採木は薪やシイタケの榾木に利用）

　・ 地元有志による巡回活動

（２）保全活動等（保全活動参加目標人数340人／実績237人）

三草山ゼフィルスの森保全検討会議 ゼフィルス調査の様子：6種類のゼフィ
ルスが確認されました。

行灯岩からの眺望：高くなっていた樹
を伐り、眺望が良くなりました。



三
草
山
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森

9Annual Report 2021

　・ ホームページ、フェイスブック、メールマガジンを活用した情報発
信、普及啓発

　・ 例年実施していた観察会は新型コロナウィルス感染症拡大防止のた
め、前年度に引き続き一般参加の募集を行わず、少人数で実施し、そ
の模様をYouTubeで動画配信

　・ 三草山ゼフィルスの森を紹介するリーフレットを作成し、地元の方
を中心に配布

　・ 助成を受けている経団連自然保護協議会の活動報告会で活動内容を
報告

（３）ＰＲ活動等

リーフレット

持続可能な保全活動を目指し、特に次世代の子どもたちがゼフィルスの森に足を運ぶ機会となる
よう、学校教育と連携した取り組みを進めるとともに、企業CSR活動の誘致を行います。

①計画検討・調査等

　・ 三草山ゼフィルスの森保全検討会議を開催します。

　・ 森林の更新に伴うゼフィルス類への影響調査（大阪公立大学、日本鱗翅学会等）を実施します。

　・ 森林環境の変化による植生や昆虫類への影響調査（大阪公立大学等）を実施します。

　・ タガメの田づくりの水生生物調査（大阪公立大学等）を実施します。

②保全活動等

　・ 能勢みどりすとクラブによる定例保全活動を支援します。

　・ 巡回活動(地元へ委託)

③ＰＲ活動等

　・ 観察会・保全活動体験会・タガメの田づくりイベント（田植え・稲刈り等）・ハイキングイベント
等を開催します。

　・ 企業等によるＣＳＲ活動や、メディア取材など、三草山ゼフィルスの森を活用して行う活動の
サポートなどを行います。

　・ 保全活動拡大に向けた周辺住民、地元学校や企業等への働きかけなど、地元との連携強化に努
めます。

【2022（令和4）年度の主な事業】

ゼフィルス類の食樹の幼木を育てるた
めマルチングボードを設置しました。

登山道の整備：神山側進入路の石畳づ
くりを始めました。

防鹿柵設置の様子：前年度萌芽更新施
業をした場所に柵を張りました。
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地黄湿地保全事業 （豊能郡能勢町）

【2021（令和3）年度の主な事業実績】

　地黄湿地は、面積1haに満たない貧栄養の滲水（し

んすい）湿地です。サギソウ、トキソウ、モリアオガ

エル、日本一小さなハッチョウトンボ等、湿地特有

の多様な動植物が生育・生息することから大阪府緑

地環境保全地域に指定されています。

　乾燥化・陸地化が進み湿地環境の衰退がみられて

いましたが、2014（平成26）年に学識経験者、地元住

民、地元の保全活動団体、大阪府、能勢町、当協会等

が連携して「地黄湿地再生保全検討会議」を設立し、

推進体制を整えるとともに、陸地化した区域の水環

境の整備等の保全再生事業を行い、環境が改善しま

した。

　2021（令和3）年度は、今後の保全再生事業を効果

的に推進するため、3ヵ年計画（2022（令和4）年度～

2024（令和6）年度）を策定し、一部先行して湿地周り

の高木伐採や乾燥部分の掘削を行いました。

　また、植物調査、水生生物調査の結果が論文や専門誌掲載の形でまとまりました。いずれもこれまで

の保全活動の効果を検証し、今後に向けた提言を示すものとなっています。

　・ 3ヵ年の事業計画策定、一部当年度より実施

　・ 植生調査、植物相調査（大阪府立大学等との共同）の実施

　・ 水生生物調査（大阪府立大学等との共同）の実施

　・ 希少植物の開花数調査（地黄の森FANクラブ）の実施

（１）計画検討・調査等

　・ 地元の保全活動団体「地黄の森FANクラブ」による保全活動（沿岸林縁部の下刈り、湿地内の灌木・高
茎草本刈り取り、湿地の水環境の改善、ウシガエルなど外来種捕獲等）への支援 

　・ 委託による湿地の水環境・光環境の改善

　・ 地元有志による巡回活動

（２）保全活動等（保全活動参加目標人数100人／実績216人）

植生調査の様子

地黄湿地再生保全検討会議 保全活動の様子：湿地内の枯れた植物体
の刈り払い、運び出しを行っています。

湿地周辺部の光環境改善：湿地に影を
落とす高木の伐採を行いました。
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地黄湿地保全事業準備資金を活用し、最下流部の浸水対策や、生物多様性の保全に向けた森林整備
を行います。
また、動植物観察会の開催や、能勢町及び周辺市町住民に対するＰＲを継続し、保全活動参加者の拡
大・充実をはかります。

①計画検討・調査等

　・ 保全計画を作成するための地黄湿地再生保全検討会議を開催します。

　・ 2021（令和3）年度に実施した植生調査を補完するため、春季に植生調査を実施します。

　・ 経年で記録している水生生物調査を実施します。

　・ サギソウなどの希少植物の開花数調査を実施します。

②保全活動等

　・ 地黄の森FANクラブによる定例保全活動を支援します。

　・ 最下流部の浸食対策及び周辺森林の整備を行います。（一部委託）

　・ 巡回パトロールを継続します。

③ＰＲ活動等

　・ 一般参加観察会、地元高校環境学習等を行います。

　・ 地元住民や保全活動メンバーを対象に地黄湿地に関する勉強会を開催します。

【2022（令和4）年度の主な事業】

サギソウ観察会

観察会の様子：地元の高校生が講師を
務めました。

高校生制作のポスター

大阪府警察本部、能勢町との啓発キャ
ンペーン：チラシを配布しました。

解説板の設置

　・ 観察会・保全活動体験会の開催

　　　トキソウ観察会（6/26）

　　　サギソウ観察会（8/1）

　　　秋の植物観察会（10/21）

　・ 地元高校の環境学習と保全活動への協力

　・ 大阪府警察本部、能勢町と連携し、緑地環境保全地域での動植
物採取禁止キャンペーンを実施（能勢電鉄妙見口駅前 11/5）

　・ 高校生制作の湿地紹介ポスターを掲示

　・ 解説板の設置

（３）ＰＲ活動等
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歌垣銀寄栗の森保全事業 （豊能郡能勢町）

【2021（令和3）年度の主な事業実績】

　歌垣銀寄栗の森保全事業は、銀寄栗の古木に棲むアリと共棲するキマダラルリツバメを守るため、公

益社団法人大阪自然環境保全協会と協働し、2018（平成30）年度よりスタートしました。栗園維持のため

の草刈りや栗苗木の植樹などを行っています。当協会は、地元に拠点を構える大阪自然環境保全協会の

保全グループ「歌垣SATOYAMA楽舎」が行う下記の保全活動に対して協力・支援を行っています。

　2021年度は、他の栗園からの要望により新たな場所での保全活動がスタートするなど、活動が広がり

つつあります。2022年度は「歌垣SATOYAMA楽舎」が実施する「歌垣銀寄栗の里山アカデミー」を支援しま

す。

　・ 歌垣銀寄栗の森活動地及び周辺でのチョウ類、アリ類の調査（大阪府立大学が実施）

　・ 里地里山管理学の実習（大阪府立大学が実施）

（１）計画検討・調査等

　・ 栗園維持のための草刈り、栗苗木植樹（歌垣SATOYAMA楽舎と協働・支援）

　・ 獣害（主にシカ）対策のネット張り及び補修（歌垣SATOYAMA楽舎と協働・支援）

（２）保全活動等（保全活動参加目標人数200人／実績163人）

　・ 保全活動拡大に向けた関係者（行政、周辺住民、地元学校や企業等）との連携

　・ 普及啓発のための観察会・保全活動体験会の開催

　・ キマダラルリツバメ保全活動の勉強会と、希少種を守る活動の事例についての講演会の実施

（３）ＰＲ活動等

保全活動の様子：栗園の整備 保全活動の様子：栗苗の植樹 観察会で確認されたキマダラルリツ
バメ
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自然環境保全地域支援事業(社寺林)

　鎮守の森と呼ばれる社寺林にある森林は、昔からほとんど人

の手が入らず、極相林に近い天然林の状態で残されています。大

阪府では自然環境を保全することが特に必要とされる5つの社

寺林が自然環境保全地域に指定されています。当協会は土地所

有者（社寺）と保全契約を結び、それらの自然環境を維持・管理す

るための保全活動に対し助成しています。

　2021（令和3）年度はそれぞれの社寺林で次のような活動が行

われました。2022年度も自然環境の維持・管理のための保全活動

に対し助成を続けます。

【妙見山（みょうけんさん）（能勢町、10ha）】

　能勢町南部に位置し、ブナが生育しています。比較的低標高地

帯（標高662m）に生育するため、アカガシなどの常緑広葉樹が混

じった林相で、学術的にも貴重な樹林です。ブナの木の植樹や獣

害防止柵の整備などが行われました。

【本山（ほんざん）寺（高槻市、14ha）】

　樹齢100年以上と思われる高木が多く、一部には、モミ、ツガ、

カシ類などの優れた天然林が残っています。植物の種類も豊富

です。山林内の防災安全の点検や災害木の除去が行われました。

【若山神社（島本町、11ha）】

　社寺林は樹齢200年前後のコジイを優占種とする極相状態に

近い林相で、都市近郊にこのようなシイ林がみられることは珍

しく、シイ林の周囲をシラカシが取り巻くように生育していま

す。保全地域内の清掃と、来訪者への啓発活動などが行われまし

た。

【美具久留御魂（みぐくるみたま）神社（富田林市、2ha）】

　富田林丘陵の東辺部に位置し、林内は樹齢200年前後のコジイ

をはじめ、ナナメノキ、アラカシ、サカキがみられ、丘陵地の典型

的なシイ林となっており、河内地方では最古の神社の一つとさ

れています。しめ縄会による維持補修活動や境内外への土砂流

出防止対策などが行われました。

【意賀美（おがみ）神社（岸和田市、1ha）】

　岸和田市南部の神於山の北西山麓に位置し、コジイを主とす

る広葉樹林で、ミミズバイ、ホルトノキ、タイミンタチバナ、ツル

コウジといった府内でも珍しい植物が見られる場所です。ナギ

の木の植樹と宮山保存会70名による草刈り、清掃作業が行われ

ました。

妙見山：ブナの周りの草刈り

本山寺：山林内の防火安全点検

若山神社：保全地域内の清掃

美具久留御魂神社：境内外への土砂流
出防止対策

意賀美神社：保全地域内の清掃
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府内自然環境保全活動支援事業（大阪里山ネットワーク）

助成事業を活用した講演会（交野里
山ゆうゆう会）

三島地域

北河内地域

中河内地域

大阪市

堺市

泉州地域

南河内地域

外院の杜クラブ（箕面市）

特定非営利活動法人
信太の森ＦＡＮクラブ（和泉市）

特定非営利活動法人
神於山保全くらぶ（岸和田市）

せんごくの杜
～さくらの里～（貝塚市）

紫金山みどりの会（吹田市）

鉢伏山森づくりの会（茨木市）

能勢里山クラブ（能勢町）

地黄の森FANクラブ（能勢町）

茨木ふるさとの森林つくり隊（茨木市）

歌垣SATOYAMA楽舎（能勢町）

能勢みどりすとクラブ（能勢町）

交野里山ゆうゆう会
（交野市）

特定非営利活動法人
里山俱楽部（河南町）

特定非営利活動法人
森林ボランティア

 竹取物語の会（枚方市）

高槻里山ネットワーク（高槻市）

本山寺山森林づくりの会（高槻市）

車作里山俱楽部（茨木市）

茨木里山を守る会（茨木市）

特定非営利活動法人
島本森のクラブ（島本町）

みさき里山クラブ
（岬町）

いずみの森ボランティアの会
（泉佐野市）

特定非営利活動法人
日本森林ボランティア協会

豊能地域

【ネットワーク登録団体】

　大阪府内で活動中の里山保全活動団体の情報を集約するサイト「大

阪里山ネットワーク」を運営しています。このサイトでは、ネットワー

ク登録団体の広報・ＰＲの場とするとともに、各団体からの情報発信・

団体間の交流の場として活用することを想定しています。これまで、

26団体が登録しています。（2022（令和4）年6月末現在）

　6月より、ネットワーク登録団体が行う普及啓発イベントや突発的

に発生する被災・被害復旧などに活用できる助成事業を開始し、4団体

に対して合計155,619円の助成を行いました。2022（令和4）年度も引き

続き登録団体の募集を呼びかけネットワークの充実を図ります。

大阪府全域

ゆめみヶ丘岸和田まちづくり協議会
（岸和田市）

蜻蛉池公園
夢の森つくり隊（岸和田市）

和泉葛城山ブナ愛樹クラブ
（岸和田市・貝塚市）

里山ボランティアの会蕎原（貝塚市）
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大阪さともり地域協議会の運営

【2021（令和3）年度の主な事業実績】

　・ 交付金申請採択団体

　　活動組織28組織

　　交付金 37,829千円

　・ 大阪さともり地域協議会

　　総会（4/23（web開催））

　　審査会2回(4/23、8/24（web開催）)

　・ 活動組織へのアドバイザー派遣（14活動組織）

　・ 安全講習会

　　救命救急法（1/9、貝塚市里山センター）

　・ セミナー・交流会

　　里山保全セミナー（12/17、ATCエコプラザセミナールーム）

アドバイザー派遣の様子 救命救急法講習会の様子 里山保全セミナーの様子

里山保全セミナーの案内

　大阪さともり地域協議会は、2013(平成25)年度からスタートした林野庁の「森林・山村多面的機能発

揮対策交付金事業」の実施にあたって、大阪府域を対象として設置された地域協議会です。当協会はそ

の事務局として、活動組織への交付金の交付、活動に対する支援や指導等を行ってきました。

　2021（令和3）年度は、林野庁より協議会事務局の役割強化が求められ、セミナー開催やアドバイザー

派遣など活動組織の持続可能な活動推進に資する取り組みを行いました。

　同交付金事業は2026（令和8）年度まで5年間の事業延長が決定しました。2022（令和4）年度も引き続き

事務局として適正で円滑な事業の推進に努めます。
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企業ＣＳＲ等支援事業

御堂筋アメニティ事業

　社員参加型の企業の森づくりなど、自然環境保全活動に関心のあ

る企業に対して、大阪府や里山保全活動団体等と連携し、活動計画

の提案や活動時の安全管理・指導などの支援を行っています。

　自社フィールドでの活動や、当協会主催または関係団体の保全活

動に団体で参加いただくなど、各企業のニーズに応じたコーディ

ネートを行っています。

（１）新規活動の立上げ支援

　複数の企業より、相談や問合せがありました。それらに対して

ニーズの聞きとり、活動方針の提案、活動候補地の案内などを行い

ました。本格的な活動開始に向けて2022（令和4）年度以降も引き続

き支援を続けます。

（２）既存活動支援

　御堂筋の緑地帯（淀屋橋～難波：約2.7キロメートル）にあるフラ

ワーベース48基に、花卉類を植え付けて花と緑による装飾を施し、

都市の緑化の推進とアメニティの向上に寄与しています。

　2021（令和3）年度は、2回植付けを行いました。6月には大阪の夏の

暑さの中でも綺麗な花を楽しませてくれることを期待して、暑さや

乾燥に強い色とりどりのベゴニアを中心に、11月には景観とのバラ

ンスや生育を考慮し、グラスを中心に植え付けました。

　また、大阪市が実施する御堂筋将来ビジョンに基づく御堂筋側道

の歩行者空間化等に協力し、フラワーベース2基の撤去を行いまし

た。2022（令和4）年度も歩行者空間化等は拡大の予定で、フラワー

ベース11基の移設が計画されています。なお2023（令和5）年度には、

御堂筋エリアでまちづくり事業を推進している団体に事業を承継

する予定です。

立花エレテック100周年記念植樹式：右から
枚方市伏見市長、大阪府中部農と緑の総合
事務所中岡所長、渡邊社長、当協会石井会長

立花エレテック社員による植樹（3/4）

株式会社NTTドコモ関西支社

鶴賀電機株式会社

コンドーテック株式会社

株式会社アサヒディード

京セラドキュメントソリューションズ株式会社

株式会社タカミヤ

株式会社立花エレテック

ドコモ泉南堀河の森（泉南市）

いずみの森（和泉市）

いずみの森（和泉市）

和泉葛城山ブナ林（貝塚市・岸和田市）

三草山ゼフィルスの森（能勢町）

枚方市東部清掃工場

自社フィールド

関係団体活動地

関係団体活動地

協会主催活動地

協会主催活動地

100周年記念植樹式実施

コロナ禍のため
実施なし

大阪府アドプト
フォレスト制度の
活用

企業名 活動地 タイプ 2021年度の活動内容

6月の植付けの様子

11月の植付けの様子
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　「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」に基づき寄付

金の募集を行うもので、大阪府では、当協会がその業務を行う団体

として指定されています。

　府民・企業・団体などの皆様にご協力いただいた「緑の募金」を活

用し、市街地や学校の緑化、また教育現場への助成事業として、みど

りづくりの輪活動支援事業や「学校に森林と木の香りを」整備事業

などを実施しています。

緑 の 募 金 事 業



緑
の
募
金 

収
入
・
支
出

18 みどりのトラスト

緑の募金 収入について

募金総額

15,175千円

事業支出総額

15,938千円

街頭募金（2%） 339千円

学校募金（22%） 3,372千円

企業募金（40%） 6,007千円

その他（1%） 168千円

家庭募金（5%） 763千円

職場募金（30%） 4,525千円

　2021(令和3)年度の募金総額は15,175千円となり、コロナ禍のため大幅減収となった前年度と比べる

と118％と回復傾向を示しましたが、コロナ前の2019年度の75％にとどまりました。

緑の募金 支出について

　2021(令和3)年度の事業支出総額は15,938千円となりました。

緑化事業等交付金
（17.3%）2,753千円

募金活動費（13.8%） 2,193千円

募金拡大（0.01%） 2千円

生駒花屏風支援事業
（6.2%）981千円

平和の緑づくり事業
（4.2%）664千円

緑の少年団活動支援事業
（2.9%）470千円

中央交付金の交付
（3.5%）554千円

国土緑化推進機構対応
（0.8%）131千円

会報誌の発行・メールマガジンの配信
（0.9%） 145千円

ポスターコンクールの実施
（1.0%） 165千円

推進事務費（40.6%）
6,477千円

教員向け講習の企画・運営（1.7%）268千円

研究会等への参加、イベントの開催（0.4%）56千円

ホームページ、SNSの運営
（0.7%） 117千円

緑
化
推
進
・
森
林
の
整
備

普
及
啓
発

緑
の
募
金

推
進推

進
事
務
費

みどりづくりの輪活動支援事業
（1.9%） 307千円

「学校に森林と木の香りを」整備事業
（3.8%） 602千円

その他（0.3%） 53千円

森
林
環
境
教
育
・

森
林
E
S
D
推
進

※ 一部記載内容に誤りがあったため、修正しました。2022.9.14
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緑の募金運動推進事業

　緑の募金運動および普及啓発の円滑な推進を図るため、募金資材を整備しました。（緑の羽根、緑化

バッジ、ＰＲチラシ、ポスター、募金箱）

　緑化バッジは、大阪府立港南造形高等学校の協力を得てデザインされました。また、コロナ禍で活用

できなかったバッジの優先的な活用、過去のバッジの有効活用を前提に製作数を削減しました。

　牛乳パックや段ボールに貼り付け、手作りしてもらう募金箱の用紙を資材として作成しました。大量

に在庫を保管できない既製品募金箱に代わるものとして、2022年春からの活用を呼びかけました。

（１）普及啓発資材の整備

　日常的な募金活動に加え、募金キャンペーン期間を設け、大阪府庁舎などに募金箱を設置するなど、

集中的な募金活動を推進しました。

〈キャンペーン期間〉 ・春季 2021（令和3）年3月1日～5月31日  ・秋季 2021（令和3）年9月1日～10月31日

　・ コロナ禍において、安全に募金活動を行っていただくため、（公社）国土緑化推進機構から提示され
た「募金活動を実施する場合の注意事項（新型コロナウイルス感染症対策を踏まえて）」について、
再度活動団体への周知をはかりました。また2022年春からのキャンペーンに向け、「街頭募金実施
にあたっての感染防止対策について」注意事項をまとめ周知しました。

　・ 皆さまから「みどりのために」とご支援いただく緑の募金を、本来の使途で活用できるように、ゆう
ちょ銀行の審査を受け、「地球環境の保全を目的とする事業の実施に必要な費用に係る寄付金の募集」
として手数料免除口座の開設を承認いただきました。2022（令和4）年3月からの活用を開始しました。

（２）募金活動の推進

　・ ホームページやメールマガジンで、募金の活用事例などを定期的に広報しました。

　・ 募金方法の多様化を進めるために2020（令和2）年より開始した遺贈募金（JELF「みどりの遺言」プロ
ジェクト）の周知を継続しました。

　・ （公社）国土緑化推進機構とともにキャッシュレス募金の取り組みを進めていましたが、実用化に
課題があり、実現に至っていません。

　・ （一社）大阪府木材連合会の催事や、ANKAAが主催する「Green Heartsチャリティーコンサート」で緑
の募金の協力を呼び掛けました。

（３）募金協力者の拡大

2021（令和3）秋バッジ（カキ）
大阪府立港南造形高等学校
城谷 星来さんのデザイン

用途

2019秋

2020春

2020秋

2021春

2021秋

2022春

モチーフ

カツラ

ツクシ

（製作せず）

ナワシロイチゴ

カキ

ケヤキ

製作数

5,000個

13,000個

－

7,000個

3,170個

6,000個

2022（令和4）春バッジ（ケヤキ）
大阪府立港南造形高等学校
金田 優葉さんのデザイン

牛乳パックを再利用して募金箱を
手作りする工作用紙

段ボール箱などの空き箱に貼り、
募金箱を手作りする工作用紙

製作コスト削減のため、色数を減らし、バッジサイズが例年
より小さくなることを考慮しデザインしてもらいました。
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緑化推進・森林の整備事業

　募金活動に協力した団体、学校、企業による地域や学校の緑化を推進するため、募金額の40%を上限

に、該当団体の申請に基づき緑化推進事業等交付金を交付しています。　

　2021（令和3）年度は、280団体に対し、2,724,901円を交付しました。

（１）緑化推進事業等交付金

　堺第7－3区は、府内の産業廃棄物を受け入れ埋立てしてきた大阪府堺臨海部の産業廃棄物埋立処分

場です。全体約280ヘクタールのうち、市民・NPO等の参加のもと森として整備することが位置づけられ

た100ヘクタールの区域を「共生の森」として、植栽及び草刈りイベントの開催等により森づくりを推進

しています。前年度に引き続き2021（令和3）年度も、コロナ禍のため、イベントは中止となりました。

（２）堺第７－３区「共生の森づくり」の推進

　大阪商工信用金庫エコ定期「まねきeco」や「商工さくら基金」か

らの「緑の募金」を活用し、大阪の市街地から見渡せる生駒山系を

屏風に見立て、府民の協働により、ヤマザクラなどの花木や紅葉の

美しい樹木の植樹を進めています。

　2021（令和3）年度は、生駒山系で里山保全活動などを行う6団体

に対し978,687円の助成を行い、107本の植樹が行われました。

（３）生駒山系花屏風支援事業

森区山地保全会

なわて山守り隊

大東北条里山クラブ

日下山を市民の森にする会

ひらおかの森を守る会

神立水吞地蔵講

交野市森南

四條畷市下田原（ふれあいの森）

大東市北条

東大阪市日下町

東大阪市出雲井町（枚岡神社）

八尾市神立（水呑地蔵尊周辺）

ソメイヨシノ20本、枝垂桜５本、野村もみじ10本

ヤマザクラ20本

イロハモミジ10本、ウメ３本

植栽木周辺の除伐

草刈・補植準備、及び草刈・補植

植樹

団体名 活動場所 内容・本数

〈交付金を活用した緑化活動の様子〉

たちばな保育園　　　　　　　 柏原市立堅下南小学校 貝塚市立二色小学校

狭山市立南第二小学校 柏原市立国分中学校 高槻市緑花推進連絡会

日下山を市民の森にする会の活動風景
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※詳細は、P.24・25に掲載。

（４）学校等への助成事業

　大阪府内の株式会社平和堂店舗における有料レジ袋の収益金の一部を「緑の募金」としてご寄付いた

だき、幼稚園、保育園などで身近な緑づくり（植樹）と「緑の教室」の開催を推進しています。

2021（令和3）年度は、ひめむろこども園（池田市）、認定こども園 たちばな保育園（茨木市）、ねやがわ成

美の森こども園（寝屋川市）、ねやがわ寝屋の森こども園（寝屋川市）の4園で実施しました。

（５）平和の緑づくり事業

〈ひめむろこども園〉

今回植樹するヤマボウシについて、紙
芝居で教えてもらいました。

5歳児さんによる植樹では、一人ひと
りスコップを持って優しく土をかけ
ました。

緑の教室では、様々な草木でその特徴
を活かした遊びができることを学び
ました。

〈認定こども園 たちばな保育園〉

今回植樹するクヌギについて、紙芝居
で教えてもらいました。

植樹では、低年齢の園児たちも応援に
来てくれました。

タラヨウの葉にクロモジの枝でお絵描
きしました。

〈ねやがわ成美の森こども園〉

サルスベリの植樹では、樹肌を触って
みました。

バラバラになった葉っぱや木の実の絵
を合わせて完成させました。

五感を使うことの面白さを教えてもら
いました。

〈ねやがわ寝屋の森こども園〉

カツラの植樹では、「おおきくなーれ」
と声をかけてくれる子もいました。

さまざまな葉っぱや木の実の形がある
ことを教えてもらいました。

ゲームの後も、カードを近くでじっく
りと見てくれた子どもたちでした。



　子どもたちが緑や自然に触れ、森林や緑化に関する意識が高められるよう、大阪府緑の少年団連盟に

加盟する4団に助成を行いました。7月に各団長参加の総会、2022年1月に指導者意見交換会を行いまし

た。例年行っている交流集会はコロナ禍のため中止、各団の活動は地元を中心に行われました。

(６)緑の少年団活動支援事業

　緑の募金の適切な運用を図るため、有識者からなる緑化推進運営協議会を開催しています。

2021（令和3）年度の開催状況は以下の通りです。

（７）緑化推進運営協議会の運営

緑
の
少
年
団
・
緑
化
推
進
協
議
会
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5月26日（水）

WEB会議

第58回　

緑化推進運営協議会

議案

・2020（令和2）年度事業報告について

・2020（令和2）年度決算報告について

2月17日（木）

WEB会議

第59回

緑化推進運営協議会

報告案件

・2021（令和3）年度事業概要について

・2021（令和3）年度「緑の募金」収支決算見込みについて

議案

・2022（令和4）年度「緑の募金」事業計画案について

・2022（令和4）年度「緑の募金」収支予算案について

山地美化キャンペーンにて、犬鳴温泉
街まわりを清掃しました。

サツマイモの収穫体験。 いずみさの関空マリーナにて花苗を
植えました。

　・ SDGｓ達成への貢献を目指し、緑の未来を担う子どもたちへの助成など緑化推進・森林の整備
事業を進めます。

　・ 企業の社会貢献活動（CSR）のへニーズの多様化に的確に対応するため、企業ヒアリングを実
施します。

　・ 緑の募金運動および普及啓発の円滑な推進を図るため、募金資材を整備し活用します。

　・ コロナ禍後を見据え、各地で再開されるイベント等へも出展し、募金活動・PRを行います。

【2022（令和4）年度の主な事業】

〈泉佐野緑の少年団〉
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　森林ＥＳＤを「持続可能な社会づくりの担い手を育むことを目的

に、森林・里山や校庭・公園などの身近な自然環境を活用して行う学

習や活動」と定義付けし、より多くの小学校・保育の現場で質の高い

森林ＥＳＤが実践される環境の整備に向けて、関心を持つ諸団体と

連携し、様々な取り組みを進めています。

　普及啓発については、メールマガジン、ホームページ、ＳＮＳ、動画

配信等、多様な媒体による重層的な情報発信を行い、より多くの皆

さまに当協会が行う事業について知っていただく機会を設けてい

きます。

森林環境教育・森林ＥＳＤ

普 及 啓 発  そ の 他
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森林環境教育・森林ＥＳＤの推進事業

　森林環境教育・森林ＥSＤの推進事業は、学校等への助成事業に加え、教育関係者・森林保全活動関係

者のネットワークづくり、情報集約・情報発信、研究会・研修会の企画・開催、モデルカリキュラムの試行

など、環境整備に主眼を置いた取組みを予定していましたが、コロナ禍のため、昨年度に引き続き多く

の事業が中止・縮小となりました。

　2022（令和4）年2月に、近畿中国森林管理局「森林（もり）のギャラリー」において、緑の募金を活用した

幼稚園・保育園、学校などを対象としたみどりづくりや木の利用を進めるための活動の紹介や、「令和3

年度用国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール」の優秀作品の展示準備を進めていました。し

かしコロナ禍によるギャラリー休館のため、中止となりました。

　子どもたちによる生物多様性につながる自然環境保全活動、森林整備活動、校庭・園庭等の緑化やビ

オトープの整備等への助成を行っています。

　2021（令和3）年度は、岸和田市立城東小学校、豊中市立第十五中学校の2校へ助成しました。

（２）パネル展示の開催

　2019（令和元）年度より、大阪教育大学、大阪府森林組合南河内支店等と連携し、教員免許状の更新時

に受講する講習の一科目として「森林ESD」に関する講習を実現するべく準備を進めてきました。

　2020（令和2）年度に引き続き、2021（令和3）年度はコロナ禍のため対面形式による講習が中止となり

ました。このため、2022（令和4）年度に、オンラインで開催することを念頭に置き、全体カリキュラムの

組み直し、講習プログラム及び教材等の作成を行いました。

　なお、教員免許状更新講習は2022（令和4）年度から廃止されることになりました。

（１）教員免許状更新講習会の企画・運営

（３）学校等への助成事業

①みどりづくりの輪活動支援事業

〈岸和田市立城東小学校〉

校庭の空きスペースを農場として整
備し、農業体験活動を実施しました。

土づくり、植え付け、間引きなどの農
業体験に合わせて、生き物観察をしま
した。

6年生では、農場を活用して、生物多様
性や食物連鎖についての学習にも取
り組みました。

〈豊中市立第十五中学校〉

生徒による周辺整備活動や学校運営協議
会によるベンチづくりなど、学校と地域の
協働でビオトープ再生が進められました。

大阪大学の古屋教授による「生物多様
性について」の講演会。生徒たちは集
中して聞いていました。

ビオトープ周りに木のベンチを10脚設置し
ました。今後はそのベンチを利用して青空昼
食会やミニコンサートを開催する予定です。
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①教員向け講習の企画・運営

　・ 2021（令和3）年度に作成したプログラム・教材等を活用し、教員向け講習及び教育大学学生
向け講習を実施します。

②パネル展示の開催

　・ 2022（令和4）年7月の開催を予定しています。

③助成事業

　・ みどりづくりの輪活動支援事業、「学校に森林と木の香りを」整備事業を継続します。
　　募集期間：2022（令和4）年6月20日（月）～8月8日（月）

　・ また、森林ESD等の検討段階における計画立案や活動組立てに専門家による助言を受けられ
るよう、費用助成等の支援を行います。

　子どもたちが国産木材の利用や緑の効用について理解を深めるため、教育施設の木質化や森林に関

する学習の実施に対する助成を行っています。

　2021（令和3）年度は、吹田市立古江台小学校、能勢小学校・能勢中学校、認定こども園池田保育園（寝屋

川市）の3校・園へ助成しました。

②「学校に森林と木の香りを」整備事業

〈吹田市立古江台小学校〉

大阪北部地震で傾いたために伐採す
ることが決定した校内の桜を活用し
て、中庭に遊具を作成しました。

児童たちは、輪切りにした幹に思い思
いの絵を描いて、遊具を飾り付けまし
た。

木のぬくもりを肌で感じることので
きる、素敵な空間ができました。

〈能勢小学校・能勢中学校〉

６年生が森林学習を実施する中で、能
勢産の木材でゴッホの椅子を製作し
ました。

ほとんどの児童が初めて見る削り馬。
またがって部材をドローナイフで削
りました。

手回しドリルで穴あけ、小槌で打ち込
み、クランプで締め上げなどさまざまな
道具を使って、椅子を完成させました。

〈認定こども園池田保育園（寝屋川市）〉

木や山の仕事について学習、体験する
木育イベントを実施しました。

グループに分かれて、かんな削り体験、
丸太切り体験、木組み体験、伐採体験を
しました。

最後には、年長組園児みんなでロープ
を引っ張って、立木を倒しました。

【2022（令和4）年度の主な事業】
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普及啓発事業

（２）ホームページの運営

　引き続き、Facebookを活用し、活動報告等のタイムリーな発信

を行いました。また、新たにYouTubeチャンネルを設けました。コ

ロナ禍のため中止となったイベントや活動の代わりに、現地の様

子を感じていただけるような動画や、オンラインで行ったシンポ

ジウムの様子などを公開しました。

（３）ＳＮＳの活用、動画配信など

　昨年に引き続き、コロナ禍のため開催中止となりました。

（４）普及啓発イベントへの参加

　年次報告書形式の会報誌 「2020アニュアルレポート」を発行（7月、約

2,000部発行、会員・関係団体等に配布）しました。メールマガジンは、イベン

ト情報や保全活動地の様子、緑の募金の活用方法などを中心に、約380件の

団体や個人に月に1回定期配信しています。

（１）会報誌の発行・メールマガジンの発行

　・ ホームページを活用し、情報発信の頻度を高めます。

　・ FacebookやInstagramなどのSNSや、YouTubeへの動画公開など、それぞれ特徴に応じた使い

分けを行い活用していきます。

【2022（令和4）年度の主な事業】

リニューアルしたホームページを活用し、メールマガジン配信と連動したタ

イムリーな情報発信を行いました。

　閲覧者の安全性や見やすさ（SSL対応、スマホ対応）、発信側の操

作性や情報発信頻度を向上させるよう、ホームページを全面リ

ニューアルしました（6月公開）。

　また、大阪にある里山保全活動団体の情報を集約し、情報を発

信できるサイト「大阪里山ネットワーク」を立ち上げました。（登

録団体：26団体／2022年6月末現在）

・ 和泉葛城山ブナ林・三草山ゼフィルスの森・地黄湿地の保全事

業に関する情報を、活動地毎に、基本情報、最新ニュースやイベ

ント情報をまとめて見られる仕様にしました。

・ 個人、企業・団体、教育関係者など、それぞれが必要とする情報

にたどり着ける仕様にしました。

・ 緑の募金の協力方法、助成事業の情報だけでなく、その募金が

どのように活用されているかをブログ形式で都度紹介できる

活用事例のページを設けました。

・ 協力企業や団体などの支援情報を定期的（月1回）に掲載する

ページを設けました。

2020アニュアルレポート

ホームページ（トップページ）

YouTubeチャンネル

大阪里山ネットワーク
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「カブトムシ」
箕面市立箕面小学校
1年　松岡 一翔 さん

ぎゅっ!!
箕面市立西南小学校
2年　西尾 健成 さん

しあわせのトンボ
箕面市立箕面小学校
2年　齋藤 奏汰 さん

しょくぶつをそだてる人
箕面市立西南小学校

2年　野原 さくら さん

ひまわりとわたし
東大阪市立高井田西小学校
3年　藤松 彩花 さん

令和4年用国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール

　国土緑化運動を推進するためのポスター原画コンクールを実施しました。大阪府内の小学校・中学校・

高等学校より23校／109点の応募（参加総数576点。各学校10作品まで応募可）がありました。10月に審査会

を開催し、大阪みどりのトラスト協会賞として14点を選び、国土緑化推進機構中央審査会に応募しまし

た。（中央審査会入選はなし。）

　令和3年用入賞作品の展示は、大阪府立中央図書館（2021（令和3）年4～5月）と林野庁近畿中国森林管理

局「森林（もり）のギャラリー」（2022（令和4）年2月）で予定していましたが、コロナ禍のため中止となりま

した。（2022（令和4）年4月に大阪府立中央図書館で、令和4年用入賞作品と同時展示を行いました。）

小学校の部

緑と共に
箕面市立西南小学校

3年　長江 雄太郎 さん

緑にとける
東大阪市立英田中学校
1年　田中 千夏 さん

描く未来
守口市立庭窪中学校
2年　盛田 和岐 さん

進めようGreening movement
大阪市立文の里中学校
3年　竹下 佳那 さん

ミヂカ
守口市立庭窪中学校
3年　織田 沙帆 さん

小学校の部 中学校の部

育てようぼくらの自然
大阪市立工芸高等学校
1年　中村 瑠音 さん

みどりは楽しい
大阪市立工芸高等学校
1年　田中 心咲 さん

共生
大阪府立港南造形高等学校
2年　伊藤 さくら さん

森の仲間と
大阪市立工芸高等学校
3年　小倉 百合音 さん

高等学校の部

※学年は作品応募当時です。【大阪みどりのトラスト協会賞】
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会議開催状況

　2021(令和3)年度の理事会、評議員会の開催状況は以下の通りです。

第1号議案　「2020（令和2）年度事業報告について」

第2号議案　「2020（令和2）年度決算について」

第3号議案　「第11回定時評議員会の開催について」

第4号議案　「嘱託職員等就業規則の改正について」

第1号議案　「評議員候補者2名の評議員会への推薦の件」

第2号議案　「評議員会の決議の省略による方法により、

　　　　　　評議員2名の選任を求める件」

第1号議案　「2022（令和4）年度事業計画について」

第2号議案　「2022（令和4）年度収支予算について

　　　　　　資金調達及び設備投資の見込みについて」

第3号議案　「常勤役員の報酬額の決定について」

第4号議案　「嘱託職員等就業規則及び無期転換職員就業

　　　　　　規則の改正について」

第5号議案　「育児・介護休業規程の改正について」

内部管理体制の整備状況

　2021（令和3）年度において下記の規程を改正しました。

その他

　市内中心部への事務所移転について検討しましたが、現住所にとどまることとし、2021（令和3）年8月

にレイアウトの変更、倉庫スペースの確保及び耐震対策など、事務所の改装を行いました。

6月7日（月）

WEB会議
第24回理事会

3月7日（月）

WEB会議
第25回理事会

6月10日（木） 決議の省略

（１）理事会

第1号議案　「評議員2名の選任の件」

報告事項　 「2020（令和2）年度事業報告について」

第1号議案　「2020（令和2）年度決算について」

6月28日（月）

WEB会議
第11回評議員会

6月22日（火） 決議の省略

（２）評議員会

嘱託職員等就業規則の改正

無期転換職員就業規則の改正

育児・介護休業規程の改正

3月7日（月）
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資料

科　　　　　　　目 当年度 前年度 増　　減

　Ⅰ　資産の部 円 円
　　　１　流動資産
　　　　　　　現金預金 14,240,364 39,573,678 △ 25,333,314
　　　　　　　未収金 1,740,790 2,886,300 △ 1,145,510
　　　　　　　立替金 14,107 14,082 25
　　　　　　　前払金 342,005 560,925 △ 218,920
　　　　　 流動資産合計 16,337,266 43,034,985 △ 26,697,719
　　　２　固定資産
　　　（１）基本財産
　　　　　　　定期預金 3,310,418 3,310,418 0
　　　　　　　普通預金 10,000 10,000 0
　　　　　　　投資有価証券 252,758,000 257,772,000 △ 5,014,000
　　　　　 基本財産合計 256,078,418 261,092,418 △ 5,014,000
　　　（２）特定資産
             トラストファンド
　　　　　　　普通預金 678,086 456,037 222,049
　　　　　　　投資有価証券 23,452,220 23,776,500 △ 324,280
             トラストファンド合計 24,130,306 24,232,537 △ 102,231
             特定費用準備資金
　　　　　　 地黄湿地保全事業準備資金
　　　　　　　普通預金 4,282,958 6,000,000 △ 1,717,042
　　　　　　 大阪里山ネットワーク運営準備資金
　　　　　　　普通預金 3,844,381 4,000,000 △ 155,619
             特定費用準備資金合計 8,127,339 10,000,000 △ 1,872,661
　　　　　 特定資産合計 32,257,645 34,232,537 △ 1,974,892
　　　（３）その他固定資産
　　　　　　　備品 360,003 512,188 △ 152,185
　　　　　　　車両 1 82,615 △ 82,614
　　　　　　　長期前払費用 8,830 8,830 0
　　　　　　　立木 1,023,000 1,023,000 0
　　　　　 その他固定資産合計 1,391,834 1,626,633 △ 234,799
　　　　　 固定資産合計 289,727,897 296,951,588 △ 7,223,691
　　　　　 資産合計 306,065,163 339,986,573 △ 33,921,410
　Ⅱ　負債の部
　　　１　流動負債
　　　　　　　未払金 7,305,802 6,955,560 350,242
　　　　　　　前受金 387,000 359,000 28,000
　　　　　　　預り金 984,052 367,328 616,724
　　　　　　　預り補助金 4,064,600 32,107,250 △ 28,042,650
　　　　　 流動負債合計 12,741,454 39,789,138 △ 27,047,684
　　　　　 負債合計 12,741,454 39,789,138 △ 27,047,684
　Ⅲ　正味財産の部
　　　１　指定正味財産
　　　　　　　大阪府出捐金 100,000,000 100,000,000 0
　　　　　　　寄附金 126,341,618 126,341,618 0
　　　　　　　有価証券評価差額 29,736,800 34,750,800 △ 5,014,000
　　　　　 基本財産合計 256,078,418 261,092,418 △ 5,014,000
　　　　　　　ブナの森トラストファンド 15,450,644 15,538,212 △ 87,568
　　　　　　　ゼフィルスの森トラストファンド 8,679,662 8,694,325 △ 14,663
　　　　　 トラストファンド合計 24,130,306 24,232,537 △ 102,231
　　　　　 指定正味財産合計 280,208,724 285,324,955 △ 5,116,231
　　　　　　　（うち基本財産への充当額） (256,078,418) (261,092,418) △ 5,014,000
　　　　　　　（うちトラストファンドへの充当額） (24,130,306) (24,232,537) △ 102,231
　　　　　　　（うち特定費用準備資金への充当額） (          0) (          0) 0
　　　２　一般正味財産 13,114,985 14,872,480 △ 1,757,495
　　　　　　　（うち基本財産への充当額） (          0) (          0) 0
　　　　　　　（うちトラストファンドへの充当額） (          0) (          0) 0
　　　　　　　（うち特定費用準備資金への充当額） (8,127,339) (10,000,000) △ 1,872,661
　　　　　正味財産合計 293,323,709 300,197,435 △ 6,873,726
　　　　　負債及び正味財産合計 306,065,163 339,986,573 △ 33,921,410

貸 借 対 照 表
（2022年3月31日現在）
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資料

正味財産増減計算書内訳表
2021年4月1日から2022年3月31日まで

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　（１）経常収益

　　　　基本財産運用益

　　　　　基本財産受取利息

　　　　特定資産運用益

　　　　　特定資産受取利息

　　　　受取会費

　　　　　会員受取会費

　　　　受取補助金等

　　　　　受取国庫補助金

　　　　　受取地方公共団体補助金

　　　　　受取民間補助金

　　　　　受取受託金

　　　　受取負担金

　　　　　受取負担金

　　　　受取寄付金

　　　　　受取寄付金

　　　　　募金収益

　　　　雑収益

　　　　　受取利息

　　　　　雑収益

　　　経常収益計               

　　　（２）経常費用

　　　　事業費

　　　　　役員報酬

　　　　　給料手当

　　　　　福利厚生費

　　　　　会議費

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

　　　　　減価償却費

　　　　　消耗品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　燃料費

　　　　　賃借料

　　　　　保険料

　　　　　使用料

　　　　　委託費

　　　　　募金事務費

　　　　　諸謝金

　　　　　支払負担金

　　　　　支払助成金

　　　　　支払手数料

　　　　　緑化事業等交付金

　　　　　光熱水費

　　　　　租税公課

0

0

48,400

48,400

2,413,000

2,413,000

23,640,335

7,221,335

11,119,000

5,300,000

0

312,090

312,090

1,855,934

1,855,934

0

94,952

0

94,952

28,364,711

29,474,846

1,152,000

9,771,535

1,473,805

3,000

800,811

412,601

203,966

1,766,180

121,265

101,700

3,955,907

586,752

302,221

4,912,707

0

1,294,200

1,989,757

362,619

241,001

0

6,219

16,600

0

0

0

0

0

0

80,000

0

0

0

80,000

0

0

15,174,596

0

15,174,596

18,638

10

18,628

15,273,234

15,937,785

691,200

3,568,884

699,914

0

60,280

541,124

0

1,739,370

363,255

11,332

1,193,002

6,270

122,429

517,551

121,747

338,000

160,053

2,384,692

134,257

3,283,625

0

800

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

48,400

48,400

2,413,000

2,413,000

23,720,335

7,221,335

11,119,000

5,300,000

80,000

312,090

312,090

17,030,530

1,855,934

15,174,596

113,590

10

113,580

43,637,945

45,412,631

1,843,200

13,340,419

2,173,719

3,000

861,091

953,725

203,966

3,505,550

484,520

113,032

5,148,909

593,022

424,650

5,430,258

121,747

1,632,200

2,149,810

2,747,311

375,258

3,283,625

6,219

17,400

3,500,064

3,500,064

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

200,000

200,000

0

120,138

138

120,000

3,820,202

3,500,064

3,500,064

48,400

48,400

2,413,000

2,413,000

23,720,335

7,221,335

11,119,000

5,300,000

80,000

312,090

312,090

17,230,530

2,055,934

15,174,596

233,728

148

233,580

47,458,147

45,412,631

1,843,200

13,340,419

2,173,719

3,000

861,091

953,725

203,966

3,505,550

484,520

113,032

5,148,909

593,022

424,650

5,430,258

121,747

1,632,200

2,149,810

2,747,311

375,258

3,283,625

6,219

17,400

公　１
自然環境保全事業

公　2
緑の募金事業 共　通 小　計

法人会計科　目 合　計

（単位：円）

公益目的事業会計
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　　　　管理費

　　　　　役員報酬

　　　　　給料手当

　　　　　福利厚生費

　　　　　旅費交通費

　　　　　通信運搬費

          減価償却費

　　　　　消耗品費

　　　　　印刷製本費

　　　　　賃借料

　　　　　保険料

　　　　　使用料

　　　　　委託費

　　　　　支払負担金

　　　　　支払手数料

　　　経常費用計

　評価損益等調整前当期経常増減額

　　　　投資有価証券評価損益等

　　　　評価損益等計　　　

　　　当期経常増減額        

　２．経常外増減の部

　　　（１）経常外収益

　　　経常外収益計

　　　（２）経常外費用

　　　経常外費用計

　　　当期経常外増減額

　他会計振替前当期一般正味財産増減額

　　　他会計振替額

　　　当期一般正味財産増減額

　　　一般正味財産期首残高

　　　一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　受取寄付金

　　　　基本財産評価損益

　　　　特定資産評価損益

　　　当期指定正味財産増減額   

　　　指定正味財産期首残高

　　　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高              

29,474,846

▲1,110,135

0

0

▲1,110,135

0

0

0

▲1,110,135

0

▲1,110,135

17,866,800

16,756,665

222,049

0

▲324,280

▲102,231

24,232,537

24,130,306

40,886,971

15,937,785

▲ 664,551

0

0

▲664,551

0

0

0

▲664,551

0

▲664,551

▲2,257,306

▲2,921,857

0

0

0

0

0

0

▲2,921,857

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

45,412,631

▲1,774,686

0

0

▲1,774,686

0

0

0

▲1,774,686

0

▲1,774,686

15,609,494

13,834,808

222,049

0

▲324,280

▲102,231

24,232,537

24,130,306

37,965,114

3,803,011

560,800

289,975

143,196

25,430

70,251

30,833

842,127

12,760

155,679

44,000

293,766

1,108,800

82,306

143,088

3,803,011

560,800

289,975

143,196

25,430

70,251

30,833

842,127

12,760

155,679

44,000

293,766

1,108,800

82,306

143,088

3,803,011

17,191

0

0

17,191

0

0

0

17,191

0

17,191

▲ 737,014

▲ 719,823

0

▲5,014,000

0

▲5,014,000

261,092,418

256,078,418

255,358,595

49,215,642

▲1,757,495

0

0

▲1,757,495

0

0

0

▲1,757,495

0

▲1,757,495

14,872,480

13,114,985

222,049

▲5,014,000

▲324,280

▲5,116,231

285,324,955

280,208,724

293,323,709

公　１
自然環境保全事業

公　2
緑の募金事業 共　通 小　計

法人会計科　目 合　計

（単位：円）

公益目的事業会計

公益財団法人 大阪みどりのトラスト協会



大阪府立大学名誉教授
（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所 理事長

大阪公立大学大学院農学研究科
緑地環境科学専攻　教授

大阪ガス株式会社 総務部管理チーム マネジャー

大阪府生活協同組合連合会専務理事

大阪産業大学大学院 人間環境学研究科長 教授

公益財団法人大阪みどりのトラスト協会常務理事

弁護士法人第一法律事務所 弁護士・弁理士

松本公認会計士事務所 公認会計士・税理士

大阪府環境農林水産部みどり推進室 室長

大阪府森林組合 代表理事組合長

関西学院大学商学部教授

大阪市建設局公園緑化部長

大阪商工信用金庫 CSR推進室 室長

〒559-0034

大阪市住之江区南港北2丁目1番10号 ATCビルITM棟11F西

TEL:06-6614-6688 / FAX：06-6614-6689

1.貴重な自然環境の保全及び生物多様性、里山の保全

2.自然環境の保全、緑化に関する普及啓発及び調査研究

3.緑の募金運動の推進

4.森林環境教育・森林ESDの推進

5.緑化事業、森林整備等への助成

6.ボランティアの育成、活動支援

7.CSR活動のサポート

1989（平成元）年11月1日

公益財団法人移行年月日：2012（平成24）年4月1日

公益財団法人大阪みどりのトラスト協会

〈役員一覧〉

会 長

理 事

理 事

理 事

理 事

常務理事

監 事

監 事

〈評議員一覧〉

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

法人名称

所 在 地

事業内容

設 立

赤 井  俊 夫

栗 本  修 滋

阪 　 智 香

下田　健司

山 本  勝 利

2022年6月末現在

2022年6月末現在

令和4年用

国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール

大阪みどりのトラスト協会賞

大阪市立工芸高等学校 1年（応募当時）

田中 心咲 さん　

■ 表紙の絵

■ 発行：2022（令和4）年7月

「みどりは楽しい」

（みどりのトラスト 105号）

2021年度（2021.4-2022.3）事業報告

（みどりのトラスト 105号）

2021年度（2021.4-2022.3）事業報告

ANNUAL REPORT 2021ANNUAL REPORT 2021

石 井 　 実

小原　貴浩

中 村  夏 美

藤 原  宣 夫

前 迫  ゆ り

長 井  聖 治

鎌 田  　 彦

松 本  勝 幸



みどりの未来をわたしたちの手で

https://www.ogtrust.jp
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